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研究要旨 
ベーチェット病は、多様な血管を侵す血管炎の側面がある。ベーチェット病患者で皮下の

血栓性静脈炎を検出した 5 症例では、血中抗ホスファチジルセリン・プロトロンビン複合体

抗体 IgM 値が上昇した。ベーチェット病皮下の血栓性静脈炎皮膚生検標本における NETs の

高発現をすでに発表している。ベーチェット病での血管炎の病因や機序において、抗ホスフ

ァチジルセリン・プロトロンビン複合体抗体や NETs の関与が示唆される。  

A. 研究目的 
抗ホスファチジルセリン・プロトロンビン複合

体抗体は、抗リン脂質抗体の一つとして広く知

られている。正常ラットに、ヒストン皮下注し

た後、抗ホスファチジルセリン・プロトロンビ

ン複合体抗体 IgM を静脈注射し、皮膚血管に

炎症細胞浸潤を伴う血管炎の発生に成功した。

一方、最新の血管炎チャペルヒル国際分類に

は、ベーチェット病が多様な血管を侵す血管

炎の範疇で採用されている。そこでベーチェ

ット病における抗ホスファチジルセリン・プロ

トロンビン複合体抗体の関与を検討した。 
B. 研究方法 
ベーチェット病患者で皮下の血栓性静脈炎を

検出した 5 症例の血中抗ホスファチジルセリ

ン・プロトロンビン複合体抗体を測定した。 
（倫理面への配慮） 
東北医科薬科大学病院の倫理委員会から承認

されている。 
C. 研究結果 
ベーチェット病患者では、抗ホスファチジルセ

リン・プロトロンビン複合体抗体IgM値が、平

均値34.8 ± 37.4 U/mlで、健常人より有意に

高値であり、またループスアンチコアグラント

陽性のSLE患者の平均値11.9 ± 17.1 U/mlよ
り有意に高値であった。一方、血中抗ホスファ

チジルセリン・プロトロンビン複合体抗体IgG
値は正常であった。 
D 考察 
ベーチェット病患者特に皮下の血栓性静脈炎

を合併した症例は、ベーチェット病と血管炎

との関連した状態であり、その関連に抗ホス

ファチジルセリン・プロトロンビン複合体抗体

IgM 値が関与している。 
E. 結論 
血 管 炎 の 発 症 機 序 に 、 Neutrophil 
Extracellular Trap（NETs）の関与が指摘さ

れて久しい。ベーチェット病皮下の血栓性静

脈炎皮膚生検標本における NETs の高発現

をすでに発表している。ベーチェット病での

血管炎の病因や機序において、抗ホスファチジ

ルセリン・プロトロンビン複合体抗体や NETs
の関与が示唆される。 
F. 研究発表 
1）国内 
口頭発表                      21 件 
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月 11 日 岐阜 
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